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近年、超高速光変調器、光スイッチなどへの電気光学(EO)ポリマーの応用が期待されている。

EO ポリマーを開発する上で重要な課題の一つは熱及び化学的な安定性に優れた大きな超分極率

()を持った EO 色素を開発することである[1]。我々はこれまでトリシアノフラン(TCF)誘導体を

ベースとしたアクセプター部位、チエニルジビニレンまたはポリエンからなるπ共役系部位、ア

ルキルオキシ基がメタ位に置換されたアミノベンゼンドナー部位から構成される EO 色素が、ア

ルキルオキシ基を持たないものに比べて大きな値を示し、応用上有利な吸収スペクトル形状をも

つことを示してきた[2,3]。 

超分極率の大きな EO 色素の開発に伴い、EO ポリマーの EO 定数 r33が 100 pm/V を超える報告

が近年増えてきている[1]。r33 値を評価する手法は幾つかあるが、その中で Teng-Man 反射エリプ

ソメトリー法は測定系及び測定のための試料作製の簡便さからよく利用される。一方、この手法

は人為的及び原理的な測定誤差が生じやすいという欠点が指摘されている。これらの欠点の多く

は金属電極の高い反射率と反射光学配置での測定に起因している。我々は Lindquist らによって報

告された透過型測定法[4]をベースにして、アパチャー無しの透過型エリプソメトリー法を開発し、

（変調）透過光の入射角依存性測定を行うことによる簡便かつ信頼性を有する測定手法を提案し

てきた[5]。本発表では上述の我々が合成した新規 EO 色素(20wt%)と PMMA を用いたゲストホス

ト EO ポリマー（図 1）及び無機 EO 結晶(LiTaO3)の r33値の評価をアパチャー無しの透過型エリプ

ソメトリー法により行った結果について報告する。測定用試料はガラス基板(0.7 mm)/ITO (7 

nm)/EO ポリマー(1.8 μm)/IZO (100 nm)及び IZO (100 nm)/LiTaO3(0.5 mm)/IZO(100 nm)である。透明

電極 IZO は RF マグネトロンスパッター装置を用いて室温で堆積した。LiTaO3試料に 10 V, 3 kHz

の sine 波を印加し、透過光強度 It(π/2)及び変調透過強度 Im(π/2)を測定した結果を一例として図 2

に示す。これらのデータを解析することによりLiTaO3の r33は28.8 pm/V (@1550 nm)として得られ、

他の手法で評価された r33値と非常に近いことが明らかになった。同様の測定から EO ポリマーの

r33値は 104 pm/V (@1308 nm)として得られ、高い r33値が得られた。 
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